
清
養
園
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
今
後
は

問
既
存
建
物
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
10
月
以
降
、
清
養
園

で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
終

了
。
焼
却
施
設
は
平
成
28

年
度
末
ま
で
休
止
扱
い
。

そ
の
後
廃
止
に
向
け
た
手

続
き
を
踏
む
。
建
物
解
体

に
は
多
額
の
費
用
を
要
す

る
の
で
、
財
政
状
況
等
を

踏
ま
え
、
解
体
時
期
を
検

討
し
て
い
く
。

問
現
在
焼
却
施
設
で
勤

務
し
て
い
る
市
職
員

３
名
と
民
間
職
員
４
名
の

処
遇
は
。

答
市
職
員
は
、
岩
手
中

部
広
域
行
政
組
合
が

運
営
す
る
遠
野
中
継
セ
ン

タ
ー
へ
１
名
を
派
遣
。
残

り
２
名
は
市
最
終
処
分
場

で
従
事
す
る
。
民
間
の
職

員
に
つ
い
て
は
、
中
継
セ

ン
タ
ー
で
引
き
続
き
業
務

が
委
託
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

問
ご
み
処
理
施
設
運
営

費
の
増
の
要
因
は
。

答
中
継
セ
ン
タ
ー
工
事

の
遅
れ
に
伴
い
、
９

月
末
で
停
止
予
定
だ
っ
た

清
養
園
焼
却
施
設
を
10
月

16
日
ま
で
稼
働
延
長
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
岩

手
中
部
広
域
行
政
組
合
か

ら
負
担
金
３
９
８
万
５
千

円
を
受
け
、
同
額
で
増
額

補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
林
の
活
用
は

問
市
有
林
造
成
基
金
条

例
の
中
に
、
遠
野
市

学
校
林
条
例
に
示
さ
れ
て

い
る
山
林
が
含
ま
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
な
の
か
。

答
今
回
改
正
す
る
市
有

林
造
成
基
金
条
例
の

中
に
学
校
林
に
係
る
山
林

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
学

校
林
に
つ
い
て
は
、
遠
野

市
学
校
林
条
例
と

し
て
宮
守
村
と
の

合
併
後
も
残
っ
て

い
る
。
学
校
林
条

例
は
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
市
立

小
中
学
校
の
設
置

を
目
的
と
す
る
な

ど
、
学
校
経
費
に

充
て
る
と
い
う
使

途
が
決
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
市

有
林
造
成
基
金
条

例
の
中
に
も
学
校

施
設
の
整
備
と
い
う
文
言

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
学

校
林
も
適
期
に
伐
採
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

問
市
有
林
と
し
て
一
貫

し
た
造
成
管
理
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
、
両
条
例

の
見
直
し
を
目
指
す
べ
き

で
は
。

答
今
後
意
見
を
ま
と
め

な
が
ら
、
そ
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
立
幼
稚
園
・
保
育

所
の
保
育
協
会
へ
の

移
管
に
つ
い
て

問
移
管
へ
の
協
議
で
特

に
も
重
要
課
題
と
し

て
検
討
さ
れ
、
合
意
さ
れ

た
事
項
は
。

答
市
の
保
育
士
等
職
員

の
処
遇
に
つ
い
て
で

あ
り
、
職
員
に
つ
い
て
は

保
育
協
会
職
員
と
し
て
採

用
す
る
。
臨
時
職
員
に
つ

い
て
は
採
用
試
験
の
受
験

や
臨
時
職
員
と
し
て
の
雇

用
を
図
る
こ
と
で
合
意
さ

れ
た
。

問
保
育
方
針
に
対
す
る

合
意
形
成
は
図
ら
れ

た
か
。

答
市
立
幼
稚
園
・
保
育

所
と
保
育
協
会
の
保

育
園
と
で
は
、
子
ど
も

個
々
の
自
由
な
保
育
や
集

団
的
な
活
動
保
育
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
が
、

職
員
研
修
や
交
流
会
の
中

で
お
互
い
の
長
所
を
生
か

し
て
、
よ
り
良
い
保
育
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
合
意

が
図
ら
れ
た
。

問
一
元
化
に
伴
う
保
護

者
へ
の
対
応
は
。

答
今
ま
で
保
護
者
説
明

会
や
綾
織
・
遠
野
保

育
園
等
の
施
設
見
学
会
を

開
催
す
る
中
で
、
保
護
者

の
方
々
か
ら
は
行
事
が
多

い
の
で
は
と
の
声
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
元

化
へ
の
合
意
は
得
ら
れ
た

と
理
解
し
て
い
る
。

血
液
透
析
療
法
患
者

輸
送
対
策
に
つ
い
て

問
患
者
個
々
人
の
状
況

の
把
握
、
要
望
の
確

認
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
患
者
の
会
を
通
じ
て
、

意
思
確
認
を
し
て
き

た
が
、今
後
も
連
絡
を
取
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
輸
送
対
策
事
業
の
対

象
外
の
個
々
人
に
対

し
て
も
、
通
院
の
助
成
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
個
別
的
な
助
成
も
考

え
て
み
た
が
、
結
論

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
市

内
で
通
院
で
き
る
環
境
作

り
と
し
て
市
内
で
血
液
透

析
療
法
の
で
き
る
病
院
に

増
床
の
要
望
を
し
て
い
き

た
い
。

予算等審査特別委員会
　予算等審査特別委員会（議長を除く17人の議員で構成、委員長萩野幸弘議員、副委員長菊池
美也議員）は、条例４件、予算７件、その他１件について付託を受け、審議を行いました。
　今委員会では、今後の施策全般にわたり活発な質疑が交わされました。その結果、全 12 議案
が原案のとおり可決・承認されました。

公
共
住
宅
整
備
事
業

費
に
つ
い
て

問
耐
用
年
数
が
経
過
し

た
八
幡
住
宅
を
全
面

改
修
し
、
高
齢
者
等
生
活

弱
者
が
安
全
安
心
し
て
生

活
で
き
る
公
的
住
宅
を
２

棟
10
戸
整
備
し
た
が
、
転

入
居
の
進
捗
具
合
は
。

答
何
戸
か
は
入
居
が
済

ん
で
い
る
。
残
り
は

『
政
策
的
空
き
家
』
と
し

て
位
置
づ
け
、
古
い
住
宅

で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者

等
生
活
弱
者
の
入
居
を
勧

め
て
い
る
。
昭
和
30
〜
40

年
代
に
建
築
さ
れ
た
古
い

八
幡
住
宅
は
老
朽
化
が
激

し
く
非
常
に
危
険
。
水
洗

化
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
転
居
後
の
家
賃

増
の
問
題
や
慣
れ
親
し
ん

だ
場
所
か
ら
移
り
た
く
な

い
と
い
う
居
住
者
の
思
い

な
ど
も
あ
り
、
転
居
が
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

問
今
後
の
進
め
方
は
。

答
顧
問
弁
護
士
と
相
談

し
た
う
え
で
早
急
に

方
向
性
を
見
出
し
、再
度
、

対
象
者
に
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
く
。
居
住
者
の
安

心
安
全
の
た
め
に
も
、
危

険
な
古
い
住
宅
か
ら
新
し

い
住
宅
へ
の
転
居
を
促
し

て
い
き
た
い
。

防
災
無
線
に
つ
い
て

問
防
災
行
政
無
線
の
不

具
合
や
無
線
機
器
の

寿
命
が
来
て
い
る
と
聞
く

が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

っ
た
の
か
。

答
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建

設
時
点
の
計
画
ど
お

り
、
設
備
更
新
を
考
え
て

い
た
平
成
26
年
度
で
整
備

し
現
在
運
用
中
で
あ
る
。

　

行
政
、
防
災
、
情
報
の

３
部
門
を
一
回
に
整
備
す

る
に
は
予
算
の
関
係
上
た

い
へ
ん
で
あ
る
が
、
今
回

行
政
と
防
災
の
部
門
を
整

備
し
た
。

問
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報

的
な
放
送
が
多
い
気

が
す
る
が
。

答
防
災
に
関
す
る
こ
と

が
最
優
先
と
考
え
て

取
り
組
む
。

問
放
送
す
る
と
き
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

答
継
続
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
運
用
し
て
い
る
。

清養園クリーンセンターごみ焼却施設

保育協会へ移管

市営八幡住宅

防災無線放送設備

　このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられ
たご意見等について一部ご紹介します。
（なお、文章は原文のまま掲載しています。）

声市 の民

私も大槌から遠野に来て 4年 4 ヶ月になり
42 号議会報を見て感じた事ですけど市民と
議会との懇談での市民の参加が少なすぎる
事。政策、要望、色々な課題があるならば市
民の皆様もお互いに声をかけて議会に協力し
ていかなければと思います。これからの遠野
議会を期待しています。がんばってください。
 （上組町 男性）

　このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられ
議員さんいつもご苦労様です。私
達の市民の生活のためにいろい
ろ計画して下さりありがとうご
ざいます。
議会だよりはいつも目を通して
読んでいます。これからもよろ
しくお願いします。
 （宮守町 女性）

古い建物、空家がふえていくばかりです
けど今後どの様に変化していくのでしょ
う ･････ 何の力もない私達は不安ばかり
です。
 （宮守町 女性）

13 12とおの議会だより とおの議会だより

決 算 特 別 委 員 会予 算 等 審 査 特 別 委 員 会


